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省の公式見解を示すもので
はありません。
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■表紙写真
「つなぐ棚田遺産」；「栃倉の棚田」
と日本の原風景について

（長野県長野市）

　今号の表紙写真は、伊折の棚田
を守る会が中心となり農地や水路・
農道等の維持・管理活動を定期的
に行っている、棚田百選及びつな
ぐ棚田遺産に認定された「栃倉の
棚田」です。
　「栃倉の棚田」や棚田地域におけ
る企業連携をご紹介した「行政の
動き」「表紙コラム」「つなぐ棚田
遺産オフィシャルサポーター制度」
と併せてご覧ください。


